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概要   

50年ほど附こ人工気胸術を受けた後、慢性被包化膿胸となり、咳、 かっ痍が続いていた門歳女性が、発熟および病状の悪化のため緊急 入暁した。かっ痍検査を行ったところ、抗酸菌が検出され、分離菌は  
Mycobaoteriurnmageritenseと同定された。本症例は日本におけるヒト  

の本菌感染症の第一例日である。  
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製造工程  
村■  蕪■－  2月22日米国オクラホマ州保健局は、12月4日から柑日に同州  

のある乳製品販売業者が販売した低温殺菌されていない牛乳やクリー  
ムを摂取したヒトは狂犬病ウイルスに暴質したおそれがあると発表し  
た。翌日、米国疾病予防センターは1頭のウシが狂犬病であることを確  
放した。今まで牛乳に狂犬病ウイルスが存在したとの研究発表はなく、  
感染したウシの乳製品を摂取することによって狂犬病を発症したとの報  
告はない。しかし、同ウイルスがこの経路で伝播することは可能である  
ので、乳児や疾患を有するヒトについてはワクチン樟種の相談をするよ  
う勧告した。  
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スウェーデンで最初のBSE感染牛（12厳）が発見された。3月3日にイギ リスの研究所により確定診断された。スウェーデンは2001年から17万  BSE  REUTERS  
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頭以上ウシを検査してきたが、今回が初めての狂牛病例である。  

2月22日米国オクラホマ州保健局は、12月4日から18日に同州  
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のある乳製品翫先業者が販売した低温殺菌されていない牛乳やクリー  
ムを摂耶したヒトは狂犬病ウイルスに暴無したおそれがあると発表し  
た。翌日、米国疾病予防センターは1謂のウシが狂犬病であることを確  
放した。今まで牛乳に狂犬病ウイルスが存在したとの研究発表lまなく、  
感染したウシの乳製品を摂取することによって狂犬病を発症したとの報  
告はない。しかし、同ウイルスがこの経路で伝播することは可能である  
ので、乳児や疾患を有するヒトについてはワクチン接種の相談をするよ  
う勧告した。   
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リスの研究所により確定診断された。スウェーデンは2001年から1一万  
謂以上ウシを検査してきたが、今回が初めての狂牛病例である。  
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2月22日米国オクラホマ州保健局は、12月4日から用日に同州  アメリカ、  
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のある乳製品販売業者が販売した低温殺菌されていない牛乳やクリー  
ムを摂取したヒトは狂犬病ウイルスに暴露したおそれがあると発表し  
た。翌日、米国疾病予防センターは1預のウシが狂犬病であることを確  
認した。今まで牛乳に狂犬病ウイルスが存在したとの研究発表1まなく、  
感染したウシの乳製品を摂取することによって狂犬病を発症したとの報  
告はない。しかし、同ウイルスがこの経路で伝播することは可能である  
ので、乳児や疾患を有するヒトについてはワクチン按種の相談をするよ  
う勧告した。  
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リスの研究席により確定診断された。スウェーデンは2001年から17万  
頸以上ウシを検査してきたが、今回が初めての狂牛病例である。   
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0月2日から12月3日の米国におけるインフルエンザ活動性は  

感染症紳耶  

才三方）L王ジ守  
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1256－1259  
低レベルであった。20336検体中173例（0．9％）が陽性であったが、  
H5Nl型トリインフルエンザ症例は米国では確認されていない。  
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に幼児1名がトリインフルエンザ感染の疑いがあると発表した。同国で  
のトリインフルエンザによる死亡例は公式には3例であるが、H5Nlウイ  
ルスによると疑われる死亡例は、少なくともさらに¢例はいる。  

事由痘宣誓だ誠：手酌葡詭モ≡碗詭嵩蕎摘惟仁術ジヲ応王ジダ  

鳥インフルエン ザ  ウイルス（H帥困惑染症例が確認された。1例（9織少年）は回復したが、  
もう1例（24脆女性）は死亡した。インドネシア衛生省は、さらに2例の  
H5Nl型トリインフルエンザ感染者を確定した。2例とも危篤である。  

●■■－■■■■■－－－－■■－－－－一一→－－■－－－－■■－■一 一●－－●●－－－■一－－－■－■■■■■■●■■■■  

トルコ保健省は、H5型ウイルスによるトリインフルエンザに感染した初  
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鳥インフルエン ザ  めてのヒト2例を確隠した。14厳の少年と、その姉である15歳の少女で、  
両症例とも死亡した。当局によると1月1日以来、この2例を含め11例の  
患者が同様の症状で入暁している。当局の要用により、WHOなどから  
の専門家チームがトルコに派遣された。  

ij指諒盲i主副三六二号モ論説詭蔦ピ仁才ジラ）［王ジずカ諦だ  

鳥インフルエン ザ  
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1385  
対する症例管理と研究に関するWHO会穣で一部発表されたものを含  

む、ヒトにおけるトリインフルエンザの特徴、予防、管理をまとめた総醗  
である。発生率、伝播、臨床的特徴、病原輪、症例検出および管理、予  
防の項目別に述べている。  
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に幼児1名がトリインフルエンザ感染の疑いがあると発表した。同国で  
のトリインフルエンザによる死亡例は公式には草例であるが、H5Nlウイ  
ルスによると疑われる死亡例は、少なくともさらに8例はいる。   
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中国衛生省によると、中国で初めて2例の高病原性トリインフルエンザ  
ウイルス（H5Nl）感染症例が確認された。1例（9歳少年）は回復したが、  
もう1例（24息女性）は死亡した。インドネシア衛生省は、さらに2例の  
H5Nl型トリインフルエンザ感染者を確定した。2例とも危篤である。  
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トルコ保健省はJ15型ウイルスによるトリインフルエンザに感染した初  
鳥インフルエン ザ  めてのヒト2例を確認した。14織の少年と、その赫である15鏡の少女で、  

爾症例とも死亡した。当局によると1月1日以来、この2例を含め11例の  
患者が同様の症状で入院している。当局の要請により、WHOなどから  
の専門家チームがトルコに派遣された。  

10日から12日にハノイで開かれたヒトインフルエンザA／H引こ  
鳥インフルエン ザ  2005；353：1374－  NEnglJMed  1385  対する症例管理と研究に関するWHO会議で一部発表されたものを含  

む、ヒトにおけるトリインフルエンザの特徴、予防、管理をまとめた総兢  
である。発生率、伝播、臨床的特徴、病原輪、症例検出および管理、予  
防の項目別に述べている。  
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アメリカ  
製造工程  

赤血球スト ローマ  を輸血された患者が、8年後にvCJDと診断された。これは英国において  
輸血伝楕によると思われるvcJD感染の3症例目である。患者は現在生  
存中である。   
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び埼玉熟の養鶏傾の従業員等及び防疫業者の一部に対し、感染症の  
有無を確隠するために健康状個及びウイルス検査を実施したが、イン  
フルエンザ様症状を示す者はなく、POR検査によるウイルス遺伝子検  
査の結果はすべて陰性であった。また、血清中和抗体検査では、第1回  
抗体検査と第2回抗体検査との間で4倍以上の抗体価上昇が柑例で見  

られた。全体としては353名中77名が陽性と判定された。  

WHO／CSR2008  
年1月柑日  

http：／／ww．who．in  

t／¢Sr／don／2006＿0  

し19／enパn鵬x．ht  

ml  

第75回日本感染  
症学会西日本地  
方総会 2005年11  
月17－18日  

中国衛生省はH5Nl型トリインフルエンザウイルスによるヒト感染例をさ  

鳥インフルエン ザ  らに1例確偏した。この患者は四川省在住の35歳女性で、家禽選別者  
として働いていたが、発症9日日に死亡した。この症例は中国における9  
例日の確定診席例で、そのうち6例が死亡している。  

50年ほど附こ人工気胸術を受けた後、慢性披包化膿胸となり、噴、  

かっ痍が続いていた7丁醜女性が、発熱および病状の悪化のため緊急  
入椀した。かっ疲検麿を行ったところ、抗酸菌が検出され、分離菌は  
MycobacteriurTlmageriten8eと同定された。本症例は日本におけるヒト  
の本菌感染症の第一例日である。  

細菌惑酎…一  

8lsatic8は野生ウサギに菌血症を引き起こすが、フランスで  
細菌感染  

JClin Mi（；rObio1  

2006：44：278－279  

B古代One胞   

74醜の心内膜炎の男性患者から本菌が初めて同定された。この患者  
は3週間の発熱で入暁し、弛張熟、喀血性の噴、心雑音、脾腫、下肢水  
腫などを呈し、大動脈個と大動脈弁輪周囲の膿瘍を有した。愚考はウ  
サギの飼育を担当していた。本菌は血清学的方沫、培養、また大動脈  
弁切片のPCRにより同定された。  

2月に呼吸困難、意識障書で入院した9ケ月の男児の便からE  ボツリヌス中寺  

仏SR200¢；27： 46－48  型ボツリヌス毒素とE型ボツリヌス産生性Clostridiumbu旬再¢umが検出  

され、本菌による乳児ボツリヌス症と診断された。感染源検査の結果、  
点者自宅の風呂排水口から同一の菌が検出された。本症例は日本で  
初めてのC．butyri¢umによる乳児ボツリヌス痘と考えられる。   
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概要   

28日から200¢年2月12日の聞、フランス領レユニオンで1722  
例のテクンケンヤが報告された。数学的モデルからの推計では2005年  
3月以降、11万人がチクンケンヤウイルスに感染した可能性がある。南  
西インド洋の他の国でも報告があった。チクングンヤは死に至ることは  
希であるが、WHOは調査団を派遣する計圃である。  
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ProMED20粥0428  －0070  2006年4月24日。世界各国で2001年～  
2005年に確定診断されたBSE症例数（01E200¢年4月24日更新統計）。  
2005年の1年間では大部分のBSE感染国で発生率は低下した。チェコ  
共和国、日本、ポーランドでは若干症例数が増加した。  

株式会社  
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オアイソ トープ研 究所  

テクネチウム人血清アルブミ  

ン（99mTG）  
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ヒト血液  日本  
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口内炎－F01low－uPrePOrtNo．23：今回報告終了  
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ウシ膿ほう性  ス感染  
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精製下垂体性性腺刺激ホル モン  
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株式会社  
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2005年10月30日  
日－2005年10月30日。病包の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプ仙川  
Jersey。新規アウトブレイクーC0lorado州Delta郡Crawbrd－M閃a郡  
＆即dJunctjonの農場（2件）（アウトブレイクの開始日200ら年10月17  

日，2005年10月28日）：ウシにおいて疑い例31例．症例2例．ウマにお  
いて疑い例10例．症例1例。－Nebr8Ska州S¢Ott8Btu汗郡Lym抑の農場  
（アウトブレイクの開始日2005年10月12日）：ウシにおいて深い例18軌  

症例1例．ヒツジにおいて疑い例251例。－Utah州80X∈はer都Paれ  
Vall8yの農場．Du¢hesne都8山めe＝農場（2件）（アウトブレイクの開始日  
2005年10月20日．2005年10月18日）：ウマにおいて疑い例2さ例，症例8  
例．ウシにおいて疑い例3例．ブタにおいて疑い例12例。－Wyoming州  
BigHorn都Burlington．Cart）On都Enoampment，Sweetwat即都McKinnen  
の農場（3件）（アウトブレイクの開始日2005年10月12日～2005年10月  

16日）：ウマにおいて疑い例印飢症例2例．ウシにおいて疑い例470  

例．症例8例。   
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概要   

内炎－F01low－uPrePOrtN0．24：今回報告儲了  

出典   

OIE DisellSe  

Inform8tion18（48）  

2005年11月18日  

碁幾重髄昭   

ウシ膿ほう性  
口内炎ウイル  
ス感染  

日－2005年11月13日。病因の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプNew  
Jers叩。新規アウトブレイクーOqlora血州Eaか都Burns．G訂馳Id都  
R伽．Mesa都C011bran，DeBeque，Q・andJunction，Monte之uma都  
Dolores，Ouray都Ridgewayの農場（8件）（アウトブレイクの開始日2005  
年10月5日／10月21日．10月22日．10月25日，10月27日，10月30日）：  
ウシにおいて疑い例了19例．症例41礼ウマにおいて疑い例431札症例5  
例。－Montan8州BigHorn都Hardinの農場（1件）（アウトブレイクの開始  
日2005年10月5日）：ウシにおいて疑い例200例．症例4例。－Wyoming  
州Na廿Ona都Ca印Orの農場（1件）（アウトブレイクの開始日2005年10月  

30日）：ウマにおいて疑い例10例．症例2例。－Wyoming州内れ都Powel  
の農場く1件）（アウトブレイクの開始日2005年10月7日）：ウシにおいて  

疑い例100例．症例5例．ウマにおいて疑い例1例．症例0例。－  
Wyoming州Sweetwater都McKinnenの農場（1件）（アウトブレイクの開始  

日2005年10月10日）：ウシにおいて疑い例500例，症例3例。  

●●■■■－■一●●●■■－●■■●一●一■■一■■■●■●■●－■●■■■■●■●■一－●■●■●■●■  

ける水癌性口内炎－Follow－uPre叩止No．25：今回報告終了  OIE Disea＄8  
Information18（49）  

2005年12月9日  

ウシ膿ほう性  
口内炎ウイル ス感染  日－2005年12月4日。需偶の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプNow  

J8rSey。新規アウトブレイクーColora血州D01t8都加Itaの農場（アウトブ  
レイクの開始日2005年11月14日）：ウマにおいて疑い例ヰ例．ウシにお  
いて疑い例5例．症例1例。－CoIorado州Mon廿OSe都OIatheの農場（ア  
ウトブレイクの開始日2005年11即5日）：ウマにおいて疑い例3例．ウシ  
において疑い例10例，症例1例。－Wyoming州Johnson都K8yOeeの農  
場（アウトブレイクの開始日2005年11月1日）：ウマにおいて疑い例61札  

ウシにおいて疑い例18例．症例1例．ヒツジにおいて疑い例4例。一  
Wyoming州Na廿On8都Evansv川eの農場（アウトブレイクの開始日2005年  
11月8日）：ウシにおいて疑い例47例，症例3例。  

口内炎－Fo川ow一岬re叩止N0．27：今回報告終了  

ウシ膿ほう性 口内炎ウイル ス感染  
0IEロiさeaSe  

lnformation19（2）  

20（帽年1月12日  

日－2005年12月31日。病因の同定一水癌性口内炎ウイルスタイプN帥  
J椚吋。新規アウトブレイクーCotora血州Ddta都D紬の農場くアウトブ  
レイクの開始日2005年11月14日）：ウマにおいて疑い例4例．ウシにお  
いて疑い例222例．症例3例。  

■■■一■■■－－▼－一一－－－－－－－－－－一一－－●●一■■■■●■●■■■■■■  

症例確認を受けて－ミネソタ州を家畜（ウシ）に縮  
結核  

ProMED20060201 －0040  橡の存在しない（T8一什ee）州の地位から降格させる。   
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感染症洋坐  BSE  

概要  

■ ■■■■■－●● ■ ■●■■ ■■■ ■■■ ■●●■■■－■■ ■ll■ ■■■ ■■■●－■● ■■■■ ■● ■■■■■■ ■■● ■■●■  

ウェスタンプロット法によりアラバマのウシが狂牛病であったことが明ら  
かとなった。ウシはS8nta（；ertrudis種の10才を超えるウシで，1997年の  
肉骨粉嶺止前に生まれたとみられる。獣医が最初に見たときにヘタリウ  
シであったが．その後も改善しないため安楽死させ．検体を採取してい  
た。Clifford獣医主任による狂牛病感染牛の発症．感染から検査緒果確  
掟までの経過報告。  

BSE  モむ盲占Åう詭凄嵩た蘭デ  
FDA Statement 
2008年3月13日  る米FDAの声明。20明年3月13日の米国農務省（USDA）による8SE腸  

性ウシの発見確定を受け．FDAは連邦当局および州当局と共同で，こ  
のウシが摂取した飼料の由来を胴査している。USDAはこのウシが飼料  
もしくはヒトの食糧供給に入っていないことも確認したこと．最近FDAは  
ヒトの食品および化粧品におけるウシの特定部分の使用を禁止する予  
防策を追加したことなどについて紀載されている。  

BSE  

（米国における前回のBSEのアウトブレイクが0Ⅰ引こ  OIE Di＄ea＄e  

Information19（11）  

2006年3月16日  
報告された日時：2004年11月．および確定された日時：2005年¢月）今  
回報告日一2006年3月13日。アウトブレイクの初回確定日－2006年8月  
13日。アウトブレイクの開始日－2008年2月27日。アウトブレイクの詳細  
－Alabama州の農場（アウトブレイク開始日2008年2月27日）：ウシにお  

いて疑い例50例．症例り札処分1例。感染群一約50頭の肉用ウシおよ  
び子ウシの群の肉用ウシ1頸（10才以上）。アウトブレイクの原因／感  
染源一不明もしくは緒諭に到達していない。その他の詳細／コメントー  
米国において報告されたBSEの2例日の確定例である。  

カナダPublic  
Hea［thAgenoy  
2006年4月13日  

2006年4月13日、カナダ食品検査庁（CFIA）はカナダのウシにおける5  
例日のBSE症例を確認した。この発見により、カナダにおけるヒトの健康  
に対する新たなリスクはもたらされていない。VCJDに関するQ＆Aとし  
て，ヒトの健康に対するリスクとは？、将来的にカナダにおいてvCJD症  
例は発生するか？、マウスの臓器内でプリオンが確認された最近の研  
究がヒトの健康に関して意味するものは？などが記載されている。  

BSE  
ProMED200601 24 －0040  1月23日．Albe血で産まれ育った6才雑種  

雌牛が狂牛病であることを確認した。当該牛のいかなる部分も食品や  
他の動物の餌lこはなっていない。この出来事は国家サーベイランスプ  
ログラムにより発見された。岡プログラムにより2008年の第1例以来  
87000頭以上の牛が検査された。   
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感染症紳哨   

デング熱  

概要   

健康予防センター（Centr8forHealthProtection）は．25才の女  
性のデング患者を確認した。これにより年間累計患者数は9人になっ  
た。全例とも輸入例である。この患者は．発熟．預痛，筋肉痛．関節痛  
の症状で4月7日に来院した。この患者は1月28日から4月7Eほでインド  
ネシアを旅行していた。  

ウイルス感染  
ProMED20080402  

－0040  

モーリシャスの輪  

入例にほば間違いない。この患者は¢8才中国人男性で．親戚を訪問す  
るため1週間モーJシヤスに滞在し，帰国2日後の3月24日にプリンスオ  
ブウェールズ病暁を受診した。患者は2日前から発熱．頂痛．筋肉痛．  
関節痛．発疹で発病していた。この患者はモーリシャスの辺地の親戚を  
訪問し．故に刺された。鑑別診断はデング熱であったが，ProM印情報  
によりテクンケンヤが疑われ．検査を実施した。第2病日の検体でPCR  
陽性であり．またPHしC（PubncHealthしaboratorYCentre）でも確放され  
た。デングウイルスはIgM陰性．IgG陰性であった。  

ウイルス感染  
ProMED20060414  
－0010  

中国北部の高校で，学生1名が未確随のウイルス性疾患により死亡し．  

数十名が高熱で入成したため，学校が閉鎖されたと4月12日国営メディ  
アが報じた。北京タイムズによると，医療当局は挟酉省での流行がトリ  
インフルエンザではないとする一方で．ウイルスの特定に努力を続けて  
いる。この疾患は．3月未にチーシャン都（Qishancounty）の19才の学  
生が高熱を発したことで明らかとなった。「現在のところ，トリインフルエ  
ンザや新型肺炎の可能性は除外されたが，この疾患の感染性は強まっ  
ており．正確な原因と感染経路は特定されていない」と．匿名の医療関  
係者が述べたとのことである。  

トリインフルエンザ（updat041）：中国衛生省は同国における初めての  WHO／CSR2005  
年11月17日  烏インフルエン ザ  H5Nlトリインフルエンザウイルス感染症ヒト症例2例を確認した。1例日  

はHunan省の9才の少年で，2005年10月17日に呼吸静症状により入焼  
し．完全に回復し，帰宅している。2例日はAnhuj省の家禽農場労働者  
の24才女性で．2005年11月1日に発症．11月7日に重度の肺炎により  
入院．11月10t引こ死亡した。さらに、ヒト疑い症例2例がH仰an省におい  
て嗣査されている。中国におけるヒト症例に対するサーベイランスは．  
家禽におけ青禽における高病尉生H5Nlトリインフルエンザの再発を受  

け．先月から強化された之005年10月19日以来．中国は6省におけるア  
ウトブレイク‖件を報告している。（ヒト）確定例がみられたHun抑省およ  
ぴAnhui省は．最近感染が起こった省に含まれている。   
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島インフルエン  感染症坪昭   ザ  
出典   

WHO／CSR2005  
年11月24日  

概要   

42）：中国衛生省はH5Nlトリインフルエンザ  

ウイルス感染症の新規ヒト症例1例（3例日）を確隠した。死亡した症例  
はAnh山雀において農業従事者として労働していた35才の女性で，2005  
年11月‖日に発症－11月15日に入院そして11月22日に死亡した。この  
症例は中国における3例日の検査確虐偏例（2例が死亡）で．Anhui省に  
おいては2例日である。  

WHO／CSR2005  
年12月7日  

トリインフルエンザ（updat8購）：中国衛生省はHらNlトリインフルエンザ  

ウイルス感染症の新規ヒト症例1例（4例日）を確控した。症例は．  
Gu湘餅i省の10才の少女で．200さ年11月23日に発熱および噴の症状を  

鳥インフルエン ザ  

発症し．その後肺炎となり．依然として入院中である。地元の保健当局  
は暴露原因を確定するため．および患者の住んでいた村および近隣地  
域における追加症例の捜索の為に調査を開始した。現在のところ，イン  
フルエンザ様疾虐の追加症例は明らかとなっていない。  

トリインフルエンザ（update椚）：中国衛生省はH5Nlトリインフルエンザ  

烏インフルエン ザ  
WHO／CSR2005  
年12月9日  ウイルス感染症の新規ヒト症例1例（5例日）を確認した。症例は中国北  

東部のLiaoni叩省の31才の農婦で，2005年10月30日に発症し．その後  
重症肺炎と急性呼吸窮迫により病院の集中治療室に収容された。症例  
は回復し．11月28日に退幌した。この症例の初期検査はHらウイルスサ  
ブタイプに対する感染は陰性であったが、miGrOn飢l廿a他8tion法による  
抗体検査により、発症後期に確定診傭された。2005年10月末より．  
Liaoning省では零禽における高病原性H5Nlトリインフルエンザのアウト  

ブレイクが数回鞘烏されている。調査の結果．この症例の感染は，発病  
した家禽との直樟的暴箆との関連が示された。農業当馬は同省での青  
禽からH5Nlウイルスを検出している。  

トリインフルエンザ（up由te49）：中国衛生省はさらに1例のHさNlトリイ  WHO／CSR2005  
年12月16日  鳥インフルエン ザ  ンフルエンザウイルスによるヒト感染症例を確認した。症例は南東部の  

Jiangxi省在住の35才男性である。男性は12月4日に熟の症状を呈し．  
その後肺炎になった。現在も入暁中であり．集中ケアを受けている。農  
業当局は患者の住居の近くにいたアヒルにおいてH5型ウイルスの存在  

を確認している。この症例は中国における第¢番目の検査確虎症例で  
ある。そのうち2例が死亡している。現在までに．中国は5つの省・自治  
区（Hunan．Anhui．Guangxi，Liaoning．Jian騨i）から症例を報告してい  
る。   
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概要   

●●■●■●■■一■■■■■●■●■－●●一●－■■一－－－■－－－●■－－－－■■■■－●■■●■●●■■●●■●●■  

トリインフルエンザ（updatモ51）ヰ国衛生省は中国本土においてH5Nl  

出典   

WHO／CSR2005  
年12月30日  

感染症洋昭   

島インフルエン  
ザ  トリインフルエンザウイルスによる新規ヒト感染症例1例を確認した。症  

例は南東部のFll拍n省在住の41才女性で．2005年12月6日に熟とそれ  
に続く肺炎の症状を発症し，2日後に入院し，12月21日に死亡した。12  
月13日．患者からの検体に関する初期検査はH5Nl陰性であったが．  
12月23日の更なる検査で陽性を示した。患者からウイルスも分離され  
た。医学的監視下に置かれている密搾な棟他者はいかなる症状も示し  
ていないと衛生当局は報告している。農業当局は現在までに．点者の  
住居や仕事場の周辺の家禽においてH5ウイルスサブタイプの＃在を確  

証できていない。間表見は発症する前の．患者と家禽の直搾的な棒触  
を確認できていない。この症例は中国における7例日の検査確定偏例  
で．これらの症例のうち3例（本症例を含む）が死亡している。現在まで  
に，中国は6つの省・自治区（Hunan．Anhui．Gu8ngXi．Liaoning．  
Jiangxi．FLl紬n）から症例を報告している。  

＿ ＿ ＿－■●●－－－一一●＿■ ■一 ■■●■●■■●■■■●－■ ■●一 ■●●－－■■●■－■－■■■一■■■■■■t●●●■▼一  

中国におけるトリインフルエンザの状況沖国衛生省は中国で8例日の  

鳥インフルエン ザ  
WHO／CSR2006  
年1月10日  H5Nlトリインフルエンザウイルス感染症のヒト症例を確認した。症例は  

南部のHunan省出身の8才の男児で．2005年12月24日に熟と肺炎を発  
症し．現在入院中で症状は安定している。中国当局は以附こ公表され  
た症例2例がその後死亡したことも報告した。症例は12月7日に報告さ  
れたQuanpd自治区の10才の少女と12月16日に報告されたJiきngX噛の  
3さ才の男性である。中宮における確定症例8例のうち現在5例が死亡し  
ている。新規確定症例の初期調査により，家庭で飼育していた家禽の  
死亡が暴露原因である可能性があると示唆されたが，この地域におけ  
る家禽のアウトブレイクは公式には報告されていない。密樟な拷触者は  
医学的監視下におかれているが，現在のところ．症状を示しているヒト  
はいない。この症例はHunan省での2例日の症例である。先に報告され  
た同省の症例は，2005年11月中旬に中国で最初に報告された2例のう  
ちの1例であるが．今回の症例とは約300km離れたところに住んでい  
る。Hunan省に加え．H5Nl感染症ヒト症例を報告している省・自治区は  
Anhui．Guangxi，Liaoning．JbngxiおよぴFL舶nである。   
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概要  
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中国におけるトリインフルエンザの状況（up由te）：中匹衛生省はH5Nlト  

リインフルエンザウイルスによる新規ヒト感染症例1例を確認した。症例  
は中国中南部のSiGhuan省在住の35才女性で．家禽の屠殺に従事して  
いた。症例は2008年1月3日に発症．1月10日に発熟と肺炎の症状のた  
め入院し．1月11日に死亡した。症例が屠殺作美中に感染したのか．住  
んでいる村において感染した鳥類への直接的暴霧の結果として感染し  
たのかどうかを決定するための詳細調査が実施されている。症例は．  
密持した住居に8租の家族が居住している住宅に住んでいた。これらの  
家族メン／トおよび他の密搾な捷触者が医学的監視下に置かれてい  

る。インフルエンザ様疾病の症状は現在のところ報告されていない。こ  
の新規確定症例は中国におけるこの症例は中国における9例目の検査  

確定症例で．これらの症例のうち6例が死亡している。7つの省・自治区  
（Anhui．Guangxj．Liaoning．Jiangxi．FLl匝n．HunanおよぴSiGhuan）にお  
いて症例が発生している。  

疲染症浄昭   

鳥インフルエン  
ザ  

出典   

WHO／C＄R2006  
年1月19日  

■1●－■●－■●■■■■一■■■－●－■－－－－－－－－－－一一－－－一一－－－■■－－－－●■●■■■■■■■■●■ 中国におけるトリインフルエンザの状況（update2）：中国衛生省は．岡  
WHO／CSR2006  
年1月25日  鳥インフルエン ザ  国で10例日のH5Nlトリインフルエンザウイルスによるヒト感染症例を確  

認した。症例は．市中央部のSiGhu8n省．chengdu市の29才女性で，  
20粥年1月12日に発熱し．肺炎症状で入院したが、急速に悪化し、23日  
に死亡した。感染源として病気のトリヘ暴第した可能性に関する情報lま  
現在のところないが．調査が実施中である。これは今年（2008年）に中  
国において報告された2例日の症例（いずれもSichuan省から）である。  
このSiGhuan省の2症例は，約柑Okm離れた異なる矧こおいて発生して  
いた。Sichuan省の他の地方では，家禽におけるH5Nlアウトブレイク  
が．2005年12月下旬に開始していた。2症例が居住する地域における  
アウトブレイクは確記されていない。中国において確認された10例のう  
ち．7例が死亡している。7つの省および地区（Anhui．Qu即1‘如．  
Liaoning．Jiangxi．FL舶n．Hunan．およぴSichuan）において症例が発生  
している。うち2省では家禽lこおけるアウトブレイクは公式に報告されて  
いない。   
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島インフルエン  感染症津昭   ザ  
概要   

中国におけるトリインフルエンザの状況（update3）：中国衛生省は同国  

出典   

WHO／CSR2008  
年2月9日  で11例日となる検査確定日5Nlトリインフルエンザウイルスヒト感染症例  

1例を報告している。症例は中国南東部のFL舶n省出身の28才農婦で．  
2006年1月10日に発症し．その後肺炎で入院し．現在も安定した状態で  
治療中である。中国におけるほかの多くの症例と同様に．この症例は  
家禽における最近のアウトブレイクが公式に報告されていない地域に  
おいて発生した。中国における検査確定症例11例のうち，7例が死亡し  
ている。症例は7つの省および地域で発生している（Anhui．Fりji即．  
Guangxi，Jiangxi，Hunan．LiaonjngおよぴSichuan）。散発的なヒト症例  
が継続しておこっていることは．少なくとも中国の特定の場所でウイル  
スがトリの聞で循瑠していることを示している。  

中国におけるトリインフルエンザの状況（update4）：中国衛生省は同国  WHO／CSR2008  
年2月13日  鳥インフルエン ザ  で12例日となるH5Nlトリインフルエンザウイルスヒト感染症の検査確定  

例1例を報告している。症例は中国南中央部のHunan省出身の20才の  
農業樅毒舌の女性で．2006年1月27日に発症し．その後重度の肺炎で  
入院した。腎虚で飼育している家禽の処分後に発症した。症例は2月4  
日に死亡した。これまでに中国は12例の検査確雇症例を報告しており．  
そのうち8例が死亡した。  

中国におけるトリインフルエンザの状況（岬由t¢5）：中国衛生省はH8Nl  WHO／CSR2006  
年2月27日  鳥インフルエン ザ  トリインフルエンザウイルスによる新規検査確定ヒト感染症例2例（13例  

日、14例日）を報告した。両症例とも重体である。1例日は中国東部の  
Zhq紬ng省の9才の女児で，2008年2月10日に発症した。隣博するAnhui  
省の親戚を坊間した後に発症した。2004年以来，Zh由i8ng省において動  
物のアウトブレイクは報告されていない。2例日はAnhui省の2¢才の農  
婦で．病気の家禽と接触した後に，2006年2月‖日に発症した。地域の  
農業当局が女性の近所で死亡した家禽からの検附こおいてH5Nlウイ  

ルスが筆談されたことを報告している。これまでに．中国は検査確應麿  
例14例を報告しており．そのうち8例が死亡している。H5Nlウイルスは  
今や中国の多くの地域の鳥類に蔓延していると考えられる。WHOは中  
国当局と協力し．トリインフルエンザに対する一般市民の意柑を向上さ  
せ．人々にアウトブレイクの報告を促し．死亡した．あるいは病気の鳥  
類との接触を避けるように人々に警告している。   
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島インフルエン  感巣痘灘昭   ザ  
出典   

WHO／CSR2006  

年3月8日  

概要   

中国におけるトリインフルエンザの状況（up由te7）：中宮衛生省はH5Nl  
トリインフルエンザによる同国における10例日の死亡症例を報告した。  
症例は中国東部のZh郎ang省の9才の女児で．2008年2月10日に発症  
し3月¢日に死亡した。この症例は2006年2月27日に中国当局によりす  
でに告知されており，その際には症例は重体であるとされていた（13例  
日）。現在のところ中国は検査確定H5Nlトリインフルエンザウイルスヒト  
感染症症例15例を報告しており．そのうち10例が死亡している。  

中国におけるトリインフルエンザの状況く岬date8）：中国衛生省はHさNl  

トリインフルエンザウイルスによる新規検査確壕ヒト感染症例1例を報告  

した。症例は中国南部のGu8ngdong省のユ2才の男性で．2008年2月22  
日に発熱を発症し．肺炎となった。症状は急速に悪化し．3月2日に死亡  
した。男性は無職であった。2004年以来．Quang血ng省において家禽に  
おけるアウトブレイクは報告されていない。これまでに．中国は検査確  
定症例15例を報告しており．そのうち8例が死亡している。2例が依然と  
して重体にある。  

鳥インフルエン ザ  
WHO／CSR2006  
年3月¢日  

中国におけるトリインフルエンザの状況（update8）ニ中国衛生省はH帥1  

トリインフルエンザによる同国における18例日の症例を報告した。症例  
は死亡症例で．29才の出稼ぎ労働者女性で．2006年8月15日に上海の  

鳥インフルエン ザ  
WHO／CSR2006  
年3月24日  

病院に肺炎の症状により入院し，21日に死亡した。この症例は上海に  
おいて報告された初めての症例である。この症例の感染源は調査中  
で，上料地区では2004年2月以来家薦のアウトブレイクは報告されてい  
ない。中国当局によると．女性の密樟な接触者は医学的観察下におか  
れている。現在のところ中国はH5Nl感染症症例16例を報告しており．  
そのうち＝例が死亡している。  

中国におけるトリインフルエンザの状況くup由te9）：中国衛生省はH5Nl  WHO／CSR2006  
年4月柑日  鳥インフルエン ザ  トリインフルエンザによる同国における17例日の症例を報告した。症例  

は．Huboi省Wuhan市の21才の出稼ぎ労働者男性で．2000年4月1日に  

発症し．重体で現在入暁中である。男性の暴篠原は調査中である。  
200き年11月以諷Hubej省において家禽のアウトブレイクは報告されて  

いない。男性の密樺な接触者は医学的観察下におかれている。現在の  
ところ中国はH5Nl感染症症例17例を報告しており．そのうち111熱が死  
亡している。   
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鳥インフルエン  感染症拝唱   ザ  
出典   

WHO／CSR2006  
年4月21日  

概要   

中国におけるトリインフルエンザの状況（updatelO）：中国衛生省は同国  

における12例日の死亡症例を通知した。死亡症例は以前に報告された  
症例で．Hubei省の21才男性である。症例は2008年4月19日に重症呼  
吸器疾患で死亡した。中国における検査確定症例17例のうち．12例が  
死亡している。  

中国におけるトリインフルエンザの状況（updatell）：中国衛生省は，  
鳥インフルエン ザ  

WHO／CSR2006  
年4月27日  H5Nlトリインフルエンザウイルスによる同国で18例日のヒト感染症例を  

報告した。症例は南西凱翫huan＄省の8才の女児で．2006年4月16日  
に発熱および肺炎を発症し．入成したままである。衛生省によれば．初  
期調査により家禽の死亡が症例の自宅近くで最近発生したことが確認  
された。中国における検査確雇症例18例のうち，12例が死亡している。  

2006／5／23  セローノ■  
ジャパン  

株式会社  

胎盤性性腺刺激ホルモン  人尿  胎盤性性腺  
刺激ホルモ  
ン  

韓国  有効成分  ProMED20080225  －0030  は．2003年末から2004年前半に．数人のヒトでのトリイ  
鳥インフルエン ザ  ンフルエンザ感染があったことを確認した．と2006年2月24日に公表し  

た。2003年12月から2004年3月までに，韓国の養鶏場哺0カ所近くでトリ  
インフルエンザ感染が発生したが．これまでヒトでの感染の報告はな  
かった。血液検査により，数人の韓国人にトリインフルエンザに対する  
抗体が産生されていたことが示された。彼らは養鶏兼寿だが．韓包で寄  
寓類でのトリインフルエンザ流行の際に．有意な症状を示さなかった。  

0月3日、米国から日本帰国した男性会社員が  乾燥人フィプリノゲン  
フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  

主潮古  
ん白巽②精  
製フィブリノ  
‾   ゲン   

人血液   
日本   有効成分  ウエストナイル  

ウイルス  
2006／5／23  株式会社  

ベネシス  
Yomiuri Online 
2005年10月3日  米国で流行中のウイルス感染症である酉ナイル熟と診断されたと発表  

した。発熟などの症状がみられたが、すでに回復している。  

995年に6人のデング熱のような患者  ウイルス感染  

Jlnfect2005；引： 91－97  から、ダニ媒介性キヤサヌル森林熟ウイルスに非鰍こ規似した新種の  
フラビウイルスが発見され、ALKV（Alkhumravirus）と命名された。サウゾア  
ラビアM8眈8hで2001年1ほ年にALKV疑い37例が確認され、そのうち20  
例からALKVが検出された。肝炎、出血兆候、脳炎などを伴い、致死串  
は25％であった。感染経路はヒツジやヤギの直捧榛触か蚊刺傷からの  
感染が考えられ、新たな人畜共通出血熱と考えられる。   
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